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全学学類・専門学群・総合学域群代表者会議 

第 2 回本会議 

令和 8 年 6 月 10 日（水） 

 

（議事次第） 

報告 

・令和 8 年度全代会監察役の紹介 

 

議題 

議題 1 令和 9 年度学園祭開催に関する要請について 

議題 2 2025 年度決算案について 

議題 3 2026 年度予算案について 

 

タイムテーブル 

当日の時刻 予定した日程 

18:31 開会 

18:31~18:35 令和 8 年度全代会監察役の紹介 

18:35~18:44 議題 1 

18:44~18:56 議題 2 

18:56~19:15 議題 3 

19:15 閉会 

 

出席者 

 学類等代表者 56 名 うち遅刻者 7 名 詳細省略 
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資料一覧 

・議事次第 

 

報告「令和 8 年度全代会監察役の紹介」 

・令和 8 年度全代会監察役の選出について 

 

議題 1「令和 9 年度学園祭開催に関する要請について」 

・令和 9 年度学園祭開催に関する要請について 

…… P26002-00 

・令和 9 年度学園祭開催に関する要請書 

…… P26002-01 

・学園祭に関する申し合わせ 

…… P26002-02 

議題 2「2025 年度決算案について」 

・2025 年度決算案について 

…… P26003-00 

・2025 年度決算案 

…… P26003-01 

・2025 年度会計監査報告書 

…… P26003-02 

議題 3「2026 年度予算案について」 

 

・2026 年度予算案について 

…… P26004-00 

・2026 年度収支予算案 

…… P26004-01 
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以下、議事録 

 

開会 

〇綱木 映法（議長） 

 第 2 回本会議を開会する。まず初めに、令和 8 年度全代会監察役の紹介を行う。令和 7 年度監察

役の近藤より、役職についての説明と今年度の選出について説明をお願いする。 

 

〇近藤 拓未（令和 7 年度監察役） 

 令和 7 年度監察役、情報科学類 4 年の近藤拓未である。監察役とは、全代会決定「全学学類・専

門学群・総合学域群代表者会議について」第三十八条の 7 において、全代会の会計監査を行う機関

と規定されている。副学長決定第 40 項の規定に則り、本年度の監察役として、生物学類 3 年柿沼

陽菜美 、および教育学類 3 年カーニー晴希を選出した。以上である。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 続いて、令和 8 年度全代会監察役の 2 名から所信表明をいただく。 

 

〇柿沼 陽菜美（令和 8 年度監察役） 

 令和 8 年度監察役を務める、生物学類 3 年の柿沼陽菜美である。今年度も昨年度に引き続き、中

立な監査を行う。よろしくお願いする。 

 

〇カーニー 晴希（令和 8 年度監察役） 

 同じく監察役に選出された、教育学類 3 年のカーニーである。今年度は厳格な監査を行うので、

よろしくお願いする。以上で報告を終える。 

 

 

〇綱木 映法（議長） 

 これより議題 1「令和 9 年度学園祭開催に関する要請について」に入る。 

議題提出者の喜多さん、お願いする。 
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〇喜多 智紀（学内行事委員会委員長） 

 学内行事委員会の喜多智紀である。資料 P26002-01・02 をご覧いただきたい。まず、令和 9 年度

学園祭に関する要請についてである。本会議と学生生活支援室の間における「学園祭に関する申し

合わせ」第 2 項に基づき、学長への要請および要望書を提出する提案であり、その是非を諮るもの

である。なお、内容に反しない範囲の軸の修正であれば、議長に一任するものとする。資料

P26002-01 が実際に提出する申請書であり、日程等は資料記載のとおりである。資料 P26002-02 が、

その申し合わせに関する具体的内容である。以上である。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 ただいまの議題について質疑応答に入る。質問・意見のある方は挙手をお願いする。 

 

〇犬飼 晶惟（応用理工学類） 

 資料 P26002-02 の「学園祭に関する申し合わせ」の 2 に、「その実施に関しては、前年度の 8 月

末日までに全代会において意見をまとめて学長に要請するものとする」とある。一方、資料

P26002-00 では提出先に副学長（学生担当）も入っているが、これは学生担当にも提出しなければ

ならないものなのか。 

 

〇喜多 智紀（学内行事委員会委員長） 

 昨年度と同じ形をとっており、昨年度も学長および副学長（学生担当）に提出しているため、今

回も同様の形としている。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 18 時 40 分まで質疑の時間をとる。質問のある人はそれまでに挙手するようにお願いする。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 時間になったので、質疑を締め切り表決に移る。 

 

 採決の流れについては省略 
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 結果は、賛成 53、反対 0、保留 0、棄権 2 で、賛成多数により本議案は承認された。 

 

 

〇綱木 映法（議長） 

 次に議題 2「2025 年度全代会決算案について」に移る。議題提出者の総務委員会委員長櫻田さん、

お願いする。 

 

〇櫻田 翔（総務委員会委員長） 

 総務委員長の櫻田より、2025 年度の全代会決算案について承認を求める。資料P26003-00「2025

年度決算案について」をご覧いただきたい。当会議では、全代会決定「全学学類・専門学群・総合

学域群代表者会議について」第三十八条の 2 により会計制度が定められており、同決定第三十八条

の 5 により、決算案は本会議による承認を受けなければならない。以上を踏まえ、資料の「2025 年

度決算案」について承認を求める。また、本議案の提出にあたり監察役に監査をいただいた。本監

査については、昨年度の監察役である近藤・國﨑に依頼した。報告をお願いしたい。 

 

〇國﨑 沙和子（令和 7 年度監察役） 

 令和 7 年度監察役、生物学類 4 年の國﨑である。令和 7 年度の全代会会計について監査を行った。

資料 P26003-02 の報告書のとおり、記載内容にそぐわない点や指摘すべき事項は見受けられず、問

題なく決算が行われたものと判断した。あわせて補足説明をする。例年、令和 7 年度の会計監査は

令和 8 年度の監察役が行っていた。これは、監査が今年度行われるのに対して監査の任期が前年度

であるためである。しかし、会計監査はその性質上、監察役が選出された年度の会計を監査すべき

であるという判断と、任期を明確に規定する条項がなく、選出において「翌年度の監察役として」

という文言があるのみで、この文言に一定の解釈の余地があると考えられることから、よって令和

7 年度の監査を令和 7 年度の会計の監察役が行うと解釈した。慣例と異なるため、念のため補足さ

せていただいた。以上である。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 議題説明が終わったものとみなし、質疑応答に入る。18 時 55 分まで質疑の時間をとる。 

 

〇綱木 映法（議長） 
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 時間になったので、質疑を締め切り表決に移る。 

 

 採決の流れについては省略 

 

 結果は、賛成 55、反対 0、保留 0、棄権 0 で、賛成多数により本議案は承認された。 

 

 

〇綱木 映法（議長） 

 続いて、議題 3「2026 年度予算案について」に移る。議題提出者の総務委員会委員長櫻田さん、

お願いする。 

 

〇櫻田 翔（総務委員長） 

 再び総務委員長の櫻田である。続いて、本年度の予算についても議案を提出する。資料 P26004-

01「2026 年度収支予算案」をご覧いただきたい。当会議の予算についても、先ほどの規約により、

本会議の承認によって成立する。以上を踏まえ、資料 01「2026 年度収支予算案」について承認を

求める。議題説明は以上である。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 質疑応答に入る。質問・意見のある方は挙手をお願いする。19 時 4 分まで時間をとる。 

 

〇松浦 千咲季（生物学類） 

 たとえば委員会でイベントを行うことになり、予算、費用をいただきたいとなった場合、どこか

ら出るのか。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 本件の回答は、実務を担当している総務委員会の事務部門長龍田さんにお願いする。 

 

〇龍田 和志（総務委員会事務部門長） 

 委員会ごとのイベントにかかる費用は、例年考慮しておらず、今年も委員長連絡会で各委員会に
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尋ねたところ、そうした費用が発生する予定があるという回答はなかった。そのため、委員会ごと

の予算は設定していない。場合によっては、予備費 17,000 円を用意してあるので、委員長連絡会の

決議によっては、その予備費を使うことはできるかもしれない。（※実際の予備費は 11,000 円であ

り、17,000 円は誤りである。以降の 17,000 円という発言も正しくは 11,000 円である。） 

 

〇松浦 千咲季（生物学類） 

 17,000 円以上は絶対に出ないということか。委員長連絡会で予備費を使ってよいとなったとして

も、下りるのは 17,000 円までで、それ以上は全代会の予算を使うことはできないのか。 

 

〇龍田 和志（総務委員会事務部門長） 

 必ず無理というわけではないが、17,000 円以上を使うのはかなり厳しいと思う。実際にどうなる

かは、委員長連絡会での議論の結果となる。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 質疑にあたっては所属と氏名を名乗ってから質問をお願いする。 

 

〇江崎 日向（総合学域群 2 類 代理） 

 昨年度の決算では接待交際費が 3,240 円であったが、なぜ今年度の収支予算案では 30,000 円と、

昨年度と比べて約 10 倍になっているのか。 

 

〇龍田 和志（総務委員会事務部門長） 

 昨年度は、他大学との交流がマレーシア・トレンガヌ大学との 1 校のみであったため、接待交際

費が 3,000 円ほどで済んだ。しかし今年度は、すでに海外の大学 3 校と交流することが見込まれて

おり、また、綱木議長が選挙の公約で掲げたとおり、国内の大学との交流も行っていく予定である。

1 校あたり 5,000 円ほどと考え、計 6 校に対して贈答品を送れる額として、30,000 円を設定した。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 19 時 11 分まで質疑を受け付ける。 
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〇綱木 映法（議長） 

 時間になったので、質疑を締め切り表決に移る。 

 

採決の流れについては省略 

 

 結果は、賛成 56、反対 1、保留 0、棄権 0 で、賛成多数により本議案は承認された。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 以上をもって、第 2 回本会議を閉会する。続いて、各委員会報告に移る。委員会委員長は前へお

願いする。 

 

 

委員会報告 

〇櫻田 翔（総務委員会） 

 決算案・予算案を承認いただき、感謝する。今週金曜の生活環境委員会とのミーティングの際に、

合同掃除を行う。また、第 1 回本会議の議長選挙の短報を公開しているので、ぜひご覧いただきた

い。副議長選挙の短報についても、もうすぐ公開する。 

 

〇吉滿 律稀（総務委員会情報部門） 

 パスワードについては、今週の委員会でおそらく決定すると思う。確定次第連絡するので、確認

をお願いする。 

 

〇喜多 智紀（学内行事委員会） 

 要請書の承認ありがとう。学内行事委員会では、現在、今年度の学園祭の実行計画書と予算案の

作成を行っている。以上である。 

 

〇廣田 千恵（教育環境委員会） 

 教育環境委員会では、7 月 9 日（木）に開催される学長と全代会構成員との茶話会に向けて、教

育環境委員会から提出する議題を検討した。特に、全学における国際的な学修について協議した。
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本茶話会は、一般チャネルにて役職や学年を問わず出席できると周知されているので、興味のある

方はぜひ参加フォームからお申し込みいただきたい。教育生活環境調査についても引き続き対応し

ていく。以上である。 

 

〇三浦 蒼大（生活環境委員会） 

 1 年生が入り、プロジェクトを回しながら進めている。皆さんに関連する話として、理科系棟エ

リアの階段が暗くて見えづらいため、蛍光テープを付けようという話が進みそうである。もしかし

たら次の本会議のときには、あそこが光っているかもしれないので、お楽しみにしていただきたい。

以上である。 

 

○酒井 慎之助（情報処理推進特別委員会） 

 新歓 Web を 5 月 31 日をもって終了した。新歓期間が 5 月 31 日までであったため閉じたが、た

くさんのプレビューをいただいた。感謝する。あわせて並行して動かしていた新入生情報 Web に

ついては、引き続きメンテナンスを行い、中身の情報を更新し続けていきたい。他の委員会とも連

携しているので、興味があれば記事の投稿もお待ちしている。以上である。 

 

〇廣田 千恵（国際特別委員会） 

 日程の話だが、6 月 23 日（火）に台湾の国立政治大学との交流会が開催されるので、これに向け

て準備をしている。委員会内では、例年、秋期入学式当日に開催される新入生歓迎イベント

「TsukuKoi」について開催形態を含め現在協議中である。以上である。 

 

〇犬飼 晶惟（新入生歓迎特別委員会） 

 引き継ぎがなされたので、ようやく私が委員長らしくなった。新歓委とのミーティングがあるの

で、それに向けた準備を進めていきたい。以上である。 

 

〇豊田 春琉（調査委員会） 

 先週の委員会では、駐輪場調査の実測を行った。1 年生がたくさん来てくれて、とても嬉しかっ

た。皆さんへのお願いとして、先日一般チャネルで、教育生活環境調査の各学類への配布をお願い

した。なるべく小さいグループにお願いしたのは、大きいグループだと多くの投稿に流されてしま

い、必要な人に届かない可能性があるためである。学類規模で、たとえば連絡が取れないクラス代
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表者がいるといった場合は、その学年の方にも投げていただけるとありがたい。その旨を担当者に

連絡いただけると助かる。来週あたり、まだ確認が取れない学類については、こちらから連絡させ

ていただく可能性があるので、よろしくお願いする。以上である。 

 

〇近藤 哲弘（広報委員会） 

 特別大きな連絡事項はないが、本委員会で宿舎祭に関するインタビュー記事を作成している。イ

ンタビューが完了し、現在は文章の構成作業を行っている。以上である。 

 

〇綱木 映法（議長） 

 議長より連絡する。まず、先ほど教育環境委員会委員長の廣田からもあったとおり、学長懇談会

が 7 月 9 日に未来社会デザイン棟にて行われる。すでに一般チャネルで出席希望者の調査をしてい

るが、1 年生であっても、役職がなくても気軽に来ていただけるイベントとなっているので、興味

のある方や時間のある方はぜひ参加していただきたい。 

 次回の日程については、すでに周知しているとおり、2 週間後の 6 月 24 日水曜日に、第 1 回意見

聴取会を開催する。内容は、今年度の学園祭に関する実行計画書と予算書について、皆さんから意

見を聴取したい。ここで意見が出ると、第 3 回本会議に提出される資料が整うだけでなく、審議の

時間も短縮されることが見込まれるので、できるだけ予定を合わせてご参加いただきたい。 

 

散会 

以上 総務委員会作成 

 


